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 ～各地区の活動～

　わたしたちの地区交通安全協会では、交通事故
をなくすための幅広い活動を行っております。
　あなたの会費で充実した交通安全活動が展開さ
れています。
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秋田県内の人身交通事故発生状況（1月～６月）

状態別被害状況（死者数の内訳）
区　分 計 歩行中 自転車 同乗中 運転中
令和４年 9 0 3 0 6
令和５年 10 3 1 1 5
増　　減 1 3 △2 1 △1

死亡事故を起こした者（第１当事者）の年齢別状況
区　分 計 25歳未満 25歳～64歳 65歳以上 不明
令和４年 9 1 5 3 0
令和５年 10 1 4 5 0
増　　減 1 0 △1 2 0

区　分 発生件数 死者数（うち高齢者） 負傷者数
令和４年 536 9（4） 640
令和５年 538 10（6） 640
増　　減 2 1（2） 0

令和５年上半期の交通事故発生状況

上半期の交通事故の特徴
　前年同期と比べて、発生件数、
負傷者数はほぼ横ばい、死者が１
人増加している。
（高齢者の死者が２人増加）

死者の状態別の特徴
◎歩行中の死者が増加
◎自転車乗車中の死者が減少
◎同乗中の死者が増加
◎運転中の死者が増加

第１当事者の年齢別の特徴
◎若年運転者は昨年と同数
◎25歳から64歳の運転者は減少
◎高齢運転者は増加
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（秋田県警まとめ）

反射材 ・ライト
～薄暮 ・夜間はつけた光が命を守る～

  歩行者や自転車利用者が薄暮や夜間に交通
事故に遭わないようにするためには、反射材
や LED ライト等を活用することが効果的で
す。反射材や LED ライトを活用すると、自
動車のライトからの光を反射したり、 自ら光
ることで、自動車の運転者などに早めに自分
の存在を知らせることができます。夜間歩く
ときは、運転者から見えやすいように、明る
い目立つ色の衣服を着用したり、靴、衣服、
カバンなどに反射材などを付けたりするよう
にしましょう。



平成28年４月１日から開始
●入院見舞金・死亡弔慰金制度
会員の皆様が、交通事故で負傷し30日以

上継続して入院治療を受けた場合又は60日
以内に亡くなられた場合に見舞金等をお支
払いします。
●お得な協賛店制度
秋田県内の協賛店（約200店舗）で、

様々な特典が利用できます。協賛店名・特
典は、秋田県交通安全協会のホームページ
に掲載しております。
（協賛店への参加については随
時受付しております。）

交通安全協会ご入会についてのお願い
交通安全協会は、
地域から交通事故をなくすため、
●交通事故防止運動の実施
●交通安全の広報啓発活動
●交通安全功労者 ･優良運転者等の表彰
●チャイルドシート貸出事業
など各種の活動を幅広く進めています。

皆さまからの会費(年500円)は、地域の交通安全を推進するた
めに使われております。
交通安全協会の活動にご理解とご協力をお願いいたします。

ホームページは
こちら

秋田市にある運転免許センターで、持ち込み車両に
より運転練習ができます。

	 ４月から11月までの毎月第２土曜日

	 秋田県警察運転免許センター

	 １回目　10:00～11:00
２回目　11:00～12:00
３回目　13:00～14:00
４回目　14:00～15:00

	 �自動車保険に加入している持ち込みの普
通乗用車（軽乗用車、ワゴン車、ＲＶ車
を含む)

	 練習日の1ヵ月前から前日まで
(一社)秋田県交通安全協会
☎０１８(８９６）５０４５へ
電話予約してください。

	 １回あたり2,000円(延長もできます)

	 �年齢が18歳以上で、運転免許を新たに
取得しようとする方や二種免許など技
能試験合格をめざしている方、いわゆる
ペーパードライバーの方など。

　原動機付自転車(原付)運転免許を取得する方は、学科試験の他に原付免許取得時講習を受けなければなりま
せん。
　原付講習を受けるには、事前予約が必要です。

３月・４月は、月曜から金曜（祝祭日を除く）
８月は、　　　火曜、水曜、木曜（祝祭日を除く）
５月､６月､７月､９月､10月､11月は、火曜、木曜（祝祭日を除く）

秋田県警察運転免許センター（秋田市新屋南浜町１２－１）

(一社)秋田県交通安全協会　電話 ０１８（８９６）５０４５

�原付免許を受けようとする方は、原付講習を３時間受けなくてはなりませんので、事前
に上記予約先に電話予約をして、必要書類、注意事項などを聞いてください。
学科試験の合否には関係なく、講習日の10時50分からの受付となります。

実 施 日

場　　所

練習時間

使用車両

料　　金

対　　象

申込方法

実 施 日

場　　所

予 約 先

方　　法

運転免許センターの技能試験コースで運転練習ができます

原付免許取得時講習
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出典：警察庁
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図２　自転車乗用中のヘルメット着用状況の致死率
（平成30年～令和４年合計）

図１　自転車乗車中死者の人身損傷主部位別
（致命傷の部位）（平成30年～令和４年合計）
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・「その他」とは、顔部、腹部等をいう。
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自転車に乗る時はヘルメットを着用しましょう

 令和５年４月１日から全ての自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化

されました。

　自転車乗用中の交通事故で亡くなられた方は、約６割が頭部に致命傷を

負っています。

  また、自転車乗用中の交通事故においてヘルメットを着用していなかった

方の致死率は、着用していた方に比べて約2.1倍高くなっています。

　交通事故の被害を軽減するためには、頭部を守ることがとても重要です。

自転車に乗るときはヘルメットを着用しましょう。 

☆どなたでも入会・加入できます。くわしくはこちらから

サイクル安心保険コールセンター

03-4590-1519 (平日9時～17時)

全日本交通安全協会・損保ジャパン

サイクル安心保険
全日本交通安全協会・損保ジャパン

↑　↑　↑　↑
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